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厚生労働省大臣が定める掲示事項
Heartfelt + Custom-made + Medical Care

医療法人修志会グループ



【施設基準】

・在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料
・「第9」の1の（2）のアに規定する在宅療養支援診療所
・時間外対応加算１
・在宅がん医療総合診療科
・がん性疼痛緩和指導管理料
・機能強化加算
・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に規定する遠隔モニタリング加算
・別添１の「第９」の２の（３）に規定する在宅医療充実体制加算 
・在宅医療情報連携加算及び在宅歯科医療情報連携加算
・外来在宅ベースアップ評価料（1）の注5
・電子的診療情報連携体制整備加算３ 
・在宅患者訪問診療料（1）の注13（在宅患者訪問診療料（11）の注6の規定により準
用する場合を含む）及び歯科訪問診療料の注20に規定する在宅医療DX情報活用
加算

・在宅データ提出加算
・訪問看護遠隔診療補助料 
・下肢創傷処置管理料



当医院では、医療の透明化や患者への情報提供を積極的に推進していく観点から、領収証の
発行の際に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行致しております。
また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、明細書を無料で発行
することとしております。

明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですのでその点、
御理解いただき、明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨お申し出下さい。

【個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書の発行について（明細書発行体制等加算）】



【情報通信機器を用いた診療】

オンライン診療とは、スマートフォンやタブレット、パソコンなど を使って
自宅等にいながら医師の診察や薬の処方を受けることができる診療です。

当院では厚生労働省の規定に従い、初診でオンライン診療を行う場合
向精神薬を処方しておりません。



【がん性疼痛緩和指導管理料】

「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針」に準拠した
緩和ケア研修会を終了している医師が在中し、がんによる痛みを緩和するため、
医師による適切な疼痛評価と治療、および患者さま・ご家族への指導を行える体
制を有しています。



【一般名処方加算】

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向
けた取り組みなどを実施しています。 

現在、一部の医薬品について十分な供給が難しい状況が続いています。
当院では、後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定する
のではなく、薬剤の成分をもとにした一般名 処方(一般的な名称により処
方せんを発行すること※)を行う場合があります。
一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、患者
さんに必要な医薬品が提供しやすくなります。



当院では『かかりつけ医』機能を有する診療所として機能強化加算を算定しております。
当院は地域の他の医療機関と連携し、包括的な診療を担う医療機関となります。

➀患者が受診している他の医療機関及び処方されている医薬品を把握し、
必要な服薬管理を行います。

➁専門医師又は専門医療機関への紹介を行います。
➂健康診断の結果等の健康管理に係る相談に応じます。
➃保健・福祉サービスに関する相談に応じます。
➄診療時間外を含む、緊急時の対応方法等に係る情報提供を行います。
➅当院は『医療情報ネット（ナビイ）』により医療機能情報提供を行っております。
 かかりつけ医機能を有する地域の医療機関は以下で検索できます。

医療情報ネットナビィ
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/

【機能強化加算】

https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/
https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/znk-web/


当院では、診療における医療情報取得加算について、次のような取組を行っています。

・当院はオンライン資格確認を行う体制を有しております。
・患者様に対し、受診歴・薬剤情報・特定健診情報その他、必要な情報を取得・活用することで

質の高い医療の提供に努めて おります。

マイナ保険証によるオンライン資格確認等の利用に、ご理解、ご協力をお願い申し上げます。

【医療情報取得加算】



当院では、在宅医療における医療DXの推進および電子的な診療情報の連携・活用を通じて、質の高い在宅医療を
提供するため、「在宅医療DX情報活用加算」および「電子的診療情報連携体制整備加算」の施設基準に基づき、
以下の体制を整備しています。

・オンライン請求を実施しています。
・オンライン資格確認を行う体制を整備しています。
・オンライン資格確認等システムにより取得した受診歴、薬剤情報、特定健診情報その他必要な診

療情報を取得・活用し、計画的な医学管理の下で訪問診療を実施しています。
・電子的な診療情報を活用できる体制を整備し、他の医療機関等との適切な情報連携に努めてい

ます。
・電子処方箋および電子カルテ情報共有サービスについては、今後導入に向けて整備を進めてま

いります。
・マイナンバーカードの健康保険証利用（マイナ保険証）の利用促進に取り組んでいます。
・在宅医療DX情報活用体制および電子的診療情報連携体制に関する事項について、院内掲示および当ホームペー
ジに掲載しています。

当院では、医療DXを活用し、患者さん一人ひとりに対して安全で質の高い在宅医療を提供できるよう努めてまい
ります。

【在宅医療DX情報活用加算および電子的診療情報連携体制整備加算３】



当院は、在宅で療養している患者の状態に応じて、患者同意の上でICTを活用して、
在宅医療に関わる各連携機関と情報共有を行います。

【ICTシステム】
・メディカルケアステーション（MCS）
・モバカルネット

〈主な連携機関〉
・カナリア訪問看護ステーション
・メディナス訪問看護ステーション
・上尾市原市南地域包括支援センター
・居宅介護支援事業所 PPK
・フレンド薬局
・たんぽぽ薬局

【在宅医療情報連携加算】



【時間外対応加算１】

当院を継続的に受診している患者からの電話等による問い合わせに対し、
原則として当該診療所において、常時対応できる体制を取っております。



当院では月初めの受診の際に、算定しております。院内感染防止対策として、
必要に応じて次のような取り組みを行っています。

➀感染管理者である院長が中心となり、従業者全員で院内感染対策を推進します。

➁院内感染対策の基本的考え方や関連知識の習得を目的に、研修会を年２回
 実施します。

➂感染性の高い疾患(インフルエンザや新型コロナウイルス感染症など)が疑われる場合は
 一般診療の方と導線を分けた診療スペースを確保して対応します。

➃抗菌薬については厚生労働省のガイダンスに則り、適正に使用いたします。

➄標準的に感染予防策を踏まえた院内感染対策マニュアルを作成し、従業員全員が
 それに沿って院内感染対策を推進していきます。

➅感染対策に関して基幹病院と連携体制を構築し、定期的に必要な情報提供や
 アドバイスを受け、院内感染対策の向上に努めます。

【外来感染対策向上加算】



医療機関の基本情報

当院は、厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている医療機関です。

・管理者：粂川 宗之
・標榜科目：内科・緩和ケア内科・精神科・ 整形外科・皮膚科
・診療日：月・火・水・木・金
・診療時間：9：00～17：00

※上記診療時間外は、訪問診療契約の患者様の緊急対応のみ
行なっています。



© 2026 Medical Corporation Shusikai Group. All rights reserved.


	厚生労働省大臣が定める掲示事項
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

